
  　 、 の 活の

人 の と 、労 を する

と づ ら いる 田  19 3 た、国

活 、人が きる との 体 の

と 、2 1 の で 、 活 を

身 、活動、 の で いる に、

活動と を 視する とで、 の 人 に

つながると 大川  2 、 の に と

が づ ら いる 田  2 らに、

かに いる の のために 、

者との の と 活動の とい 人

の 関 が いる  199 の

に、 と 人が かに ききるための と

づ ら いる

人が と 、 代 リ ャの 人に 初に

ら 、 学、 学、 教学、人 学 の人文 学

で り ら 、 が が

とな た近代、 学、 学の 学で ら

きた  2 9 人 1 代を た き

と 、 と がある り 齢にかか りな

き る とができる の が いる

と 、人 が 2 、 を するため

に きた 人 が を た を いた

2 1 を る に る に が

あると いる の出 に り 人 と する

とを に 、 から を を

る とを た 、 な の

である に り が 、 らに、近代 学

が を た の に、人 、 を

め、 き を 、文明を い きた

労 、 の と 、 で

め と であり、 と を り、

の を すのに いら 、労 のする

とと た  2 9 に 、明 に

動 に 労 に たが、 かがり

が する に を る と 動 人

が い を動かす が、 に 合

たか かでないと いる  2 3 労 の真

の を と に めた山川 19 、 たら 、

い な の と と 、 、 、

足 な を た活動と た 19 、

たら との たをら にする

りの人 な を にする と 、 を 点に 、

と に い きた 人の を た 学者で

ある 199 の に づき、労 を

た 2 3 、 金 を るための 労 を

の労 、 に関 らない活動を の労 、 ら

に を の労 と づ 、

で の労 いる とを いる の

に、 に い 労 、 る とな 、

の で で 者の に つ とをするとい を

り、 代の を ながら、 との

が いる

労 の に 、就労 、職 、 がある

就労 、 で いら 大 ら  2 、

の が と いる  2 1

た、労 の 外で るい ゆる 者を

と た き と いるが  2 1 、

いら り、 明 に いない

とが いる 大 ら  2 の に、

労 と就労の区 がつきに な いる

と で、 労 の 研究 と

た高齢者介護研究 2 3 、高齢者の介護予

防を める視点を た 研究 、 、

献、就労、 きがいづ り、 づ りな の活動 、

介護予防につながる のである 介護予防の とい

点から 、介護予防を い と 、 た

な活動を 体の と め い とが

である と いる か 、 者ら 2 1 が、看

護職者の介護予防活動の国内文献を検討 た 、看護

職者が行 介護予防活動 づ りと きがいづ り

が であり、就労につい の研究が い なか た

人 1 代に い 就労する の 大が めら

文献検討

高齢者の就労に関する国内文献の検討
―看護職者が介護予防を就労につなぐために―

山口初代１）, 大湾明美１）, 田場由紀１）, 砂川ゆかり１）, 

1）沖縄県 看護大学

キーワード：高齢者、就労、介護予防、看護職者
Key words：  , ,  ,  
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いる 、看護職者が介護予防に就労を り 、看

護の と研究に活か い と である

で、 で 、看護職者の介護予防に る就労を

する との を ために、就労の な

、 、 を 、高齢者の就労に関する国

内文献の検討から、高齢者の就労の

に 点をあ を する とを とする

研究

1. の 定 の

就労の な 、 行 である 労

2 1 、国民の と介護の動 労

 2 1 、高齢 職者 行の

を いた た、就労の

、 学、リ リ

学、 学、 学の の の研究者

に る から た

2. の 文献の検討

） 文献の 定

文献の 出 、学 行 大学研究紀 国 国

の な の学 文

を検 できる  を いた 介護予防の

が めた 2 の文献と 、キ

を 就労 と 、検 2 で、 に 就

労 の文 が り、 文あり の文献に

り 2 31 が 出 た に 高齢 と 就労

の文 が いる を 出 た

につい に いる があるた

め、 文献 、学 、文献 、を

研究と 、3 あ た た、 で、

を た た の文献を 、 1 を

き をとな た な 、 文 の の

なかで が り、 な が ら ると

る めた

） の 集

高齢者の就労に関する文献 を 、 行 の

い のから に をつ 、 者 行 、

文献 と 、研究 につい に た

1 な 、 者の の を い いる 1文献を

き、 文献 文献と た に、研究 から、

高齢者 就労に の な があるの

か 、 高齢者 就労を の な

を いる か 、 高齢者 就労を

の な とを いるの か とい の視

点で を り出 、 た 内 の する

を め リ 、 リ た 文 で

、 　 内 、 　 、 　

リ 、 　 リ で た
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表
1
　
分
析
対
象
文
献

表
1
．

分
析

対
象

文
献

1
福

島
 さ

や
か

2
0
0
6

高
齢

者
の

就
労

ニ
ー

ズ
分

析
-
-
高

齢
期

に
お

け
る

就
労

形
態

の
探

索
 (
女

性
の

キ
ャ

リ
ア

、
高

齢
者

の
キ

ャ
リ

ア
。

)

定
年

後
の

労
働

者
が

働
く
こ

と
に

満
足

し
，

高
い

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
で

働
き

続
け

ら
れ

る
就

労
形

態
を

探
索

す
る

た
め

，
高

齢
者

の
就

労
事

例
研

究
と

そ
こ

で
生

き
生

き
働

く
高

齢
者

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

か
ら

高
齢

者
の

就
労

ニ
ー

ズ
分

析
を

行
う

こ
と

2
0
0
0
～

2
0
0
5
年

中
に

新
聞

・
ビ

ジ
ネ

ス
関

連
雑

誌
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

等
で

「
生

き
生

き
と

働
く
高

齢
者

」
事

例
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

た
企

業
・
N

P
O

法
人

・
企

業
組

合
な

ど
で

働
く
2
3
名

「
就

労
動

機
＝

な
ぜ

働
く
の

か
」
「
働

き
方

に
対

す
る

志
向

＝
ど

の
よ

う
に

働
き

た
い

か
」
「
働

く
こ

と
に

何
を

求
め

る
か

＝
価

値
観

」
を

個
人

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
、

グ
ラ

ウ
ン

デ
ッ

ド
セ

オ
リ

ー
法

に
よ

り
分

析

2
福

島
 さ

や
か

2
0
0
7

高
齢

者
の

就
労

に
対

す
る

意
欲

分
析

 (
特

集
 仕

事
の

中
の

幸
福

)

高
齢

に
な

っ
て

も
働

き
続

け
て

い
る

高
齢

者
個

人
の

就
労

に
対

す
る

意
欲

や
意

識
＝

就
労

ニ
ー

ズ
を

分
析

し
, 
こ

れ
か

ら
の

高
齢

者
就

労
の

あ
り

方
を

探
る

こ
と

2
0
0
0
～

2
0
0
5
年

中
に

新
聞

・
ビ

ジ
ネ

ス
関

連
雑

誌
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

等
で

「
生

き
生

き
と

働
く
高

齢
者

」
事

例
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

た
企

業
・
N

P
O

法
人

・
企

業
組

合
な

ど
で

働
く
2
4
名

「
就

労
動

機
＝

な
ぜ

働
く
の

か
」
「
働

き
方

に
対

す
る

志
向

＝
ど

の
よ

う
に

働
き

た
い

か
」
「
働

く
こ

と
に

何
を

求
め

る
か

＝
価

値
観

」
を

個
人

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
、

グ
ラ

ウ
ン

デ
ッ

ド
セ

オ
リ

ー
法

に
よ

り
分

析

3
後

山
 恵

理
子

2
0
0
7

高
齢

者
の

就
労

目
的

と
満

足
度

 :
 予

備
的

事
例

調
査

か
ら

高
齢

者
の

就
労

目
的

・
実

態
・
満

足
度

等
を

調
査

し
、

若
年

就
労

者
と

の
違

い
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

支
援

の
必

要
度

に
つ

い
て

明
確

に
す

る
こ

と
6
5
歳

〜
7
0
歳

1
1
名

基
礎

的
事

項
（
性

別
、

年
齢

、
趣

味
、

健
康

、
年

金
等

）
、

現
職

状
況

（
職

務
内

容
、

勤
務

日
数

、
勤

務
時

間
、

通
勤

時
間

等
、

職
業

満
足

度
・
就

労
観

（
満

足
し

て
い

る
点

、
満

足
し

て
い

な
い

点
、

仕
事

を
し

て
い

る
理

由
、

こ
れ

ま
で

の
仕

事
に

対
す

る
考

え
、

こ
れ

ま
で

の
仕

事
経

緯
）
に

つ
い

て
、

半
構

造
化

面
接

法
に

よ
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

4
辻

 哲
夫

2
0
1
3

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
（
社

会
技

術
研

究
開

発
）
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
創

る
新

し
い

高
齢

社
会

の
デ

ザ
イ

ン
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

「
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

の
就

労
モ

デ
ル

開
発

研
究

」

人
生

9
0
年

時
代

の
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

の
あ

り
方

（
個

人
の

生
き

方
の

問
題

）
と

、
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

高
齢

者
の

活
躍

場
所

の
創

造
（
地

域
の

高
齢

化
に

伴
う

問
題

）
を

、
「
生

き
が

い
就

労
」
と

い
う

場
の

創
造

を
通

じ
て

同
時

に
解

決
を

は
か

る
実

証
研

究
を

す
る

こ
と

。
こ

れ
か

ら
の

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
の

生
き

方
と

し
て

「
生

き
が

い
就

労
」
に

勤
し

む
生

活
が

如
何

に
有

用
で

あ
る

か
を

明
ら

か
に

し
て

い
く
こ

と
が

本
研

究
の

達
成

目
標

で
あ

り
、

本
研

究
で

取
組

ん
だ

こ
と

は
、

①
生

き
が

い
就

労
事

業
を

創
成

す
る

こ
と

、
②

ま
た

そ
の

事
業

が
も

た
ら

す
高

齢
者

個
人

等
に

対
す

る
効

果
を

複
線

的
に

検
証

す
る

こ
と

、
③

そ
し

て
、

こ
れ

ら
の

事
業

創
成

の
プ

ロ
セ

ス
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

す
る

こ
と

千
葉

県
柏

市
に

お
け

る
生

き
が

い
就

労
事

業
に

参
加

し
た

高
齢

者
1
7
4
名

参
加

型
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

5
山

口
 初

代
,

大
湾

 明
美

,
佐

久
川

 政
吉

ら
2
0
1
4

男
性

高
齢

者
の

"
生

き
が

い
就

労
"
の

実
態

と
ニ

ー
ズ

 :
 A

島
の

当
事

者
の

語
り

か
ら

男
性

高
齢

者
の

新
た

な
介

護
予

防
の

支
援

方
法

を
見

出
す

た
め

に
、

当
事

者
の

語
り

か
ら

生
き

が
い

就
労

の
実

態
と

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

沖
縄

県
A

島
で

民
泊

受
入

を
し

て
い

る
6
5
歳

以
上

の
男

性
高

齢
者

4
名

研
究

協
力

者
の

概
要

、
生

き
が

い
就

労
の

実
態

、
生

き
が

い
就

労
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
半

構
造

化
し

た
面

接
質

問
紙

調
査

を
行

い
、

帰
納

的
に

整
理

6
大

浦
 明

美
2
0
1
5

独
立

型
社

会
福

祉
士

に
お

け
る

高
齢

期
の

就
労

継
続

要
因

地
域

で
成

年
後

見
人

を
受

任
し

て
い

る
独

立
型

社
会

福
祉

士
の

職
務

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

の
プ

ロ
セ

ス
と

社
会

福
祉

援
助

技
術

等
に

つ
い

て
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
を

し
、

そ
の

分
析

か
ら

生
涯

現
役

を
め

ざ
す

就
労

継
続

要
因

に
つ

い
て

検
証

す
る

こ
と

都
道

府
県

社
会

福
祉

士
会

の
会

員
で

、
後

見
業

務
を

行
っ

て
い

る
高

齢
者

1
0
名

個
別

の
半

構
造

化
面

接
に

よ
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

M
-
G

T
A

法
で

分
析

※
ID

1
と

ID
2
は

、
同

一
著

者
で

あ
り

、
同

一
の

結
果

を
用

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
分

析
対

象
文

献
は

ID
2
を

除
く
5
文

献
で

あ
る

対
象

方
法

研
究

目
的

ID
著

者
名

  
 

発
行

年
文

献
名
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1. の

就労に関する が国の 、 大 の

のなか た 職

19 に り、 職者に 職 、職 介、

職 な が た の 19

で、 の であ た に た

のの、 を た身体 者の就職が と

き め い にあ た 、国 労

関 で た 者の職 リ リ

に関する 19 が国 に 認

きた と 、 に の身体 者を

する とを る身体 者 19

が た 19 代 、労 が

る き である と区 、 い るた

めに、 者 であるが 就労とい が

いら る にな た

と で、高齢者の就労につい 、大 内 19 1 、

就労を きがいを る高齢者の きがい就労を

、 人 が19 い た

2. の定

国 2 で 、労 の と のあるす

の者が国 に 労 の を める を

いる 労 就労の につい 2 、

199 、 のある人が と 、

学 2 1 、労 に づ と 区

る労 と た 職 リ リ 学

職リ 研究検討 員 2 2 を

活動に する と、山 2 11 らかの 活動

に づ 活動な に する とと 、 の

に 就労を づ た 2 1 、 活

動に就 とと た の に、就労の

者を 、す の者が、 活動に する と

に り、 の と 者との が る

とである 、 金 、 住に な 、

な と づ た のがあ た

就労の に 、労 、 、職 、就職 、

就 、 、があ た 3 労 、

とと である を た 活動であり、労

を人 の行 と た のを 、労 を

と た のを 職 と る 就労の

と 、 に就 と る と の 就職 、

就労する行 すな に に る と の

活動の 就 がある 、 者を と

た き の就労の である 、労

が る き である の に、就労 、労

に 、職 、就職、就 を であり、

の であ た

表２．就労の定義

松為
（1998）

障害のある人が働く形態であり、賃金の助成や特別の保護的な職場環境の提供を受けないで競争的な労働市場に参加している場合（雇用、在宅就労）と、
それらを含む公共的な支援のもとに就業の機会が確保されている場合（福祉的就労）に区分することができ、この両者をさす。

日本社会
保障法学
会（2001）

労働契約に基づく雇用とは区別される労働形態であり、次の3つの種類が含まれる。（a）請負や委託などの民法上の契約に基づく就労（家内労働法の対象と
なる家内労働、労働基準法や被用者保険が原則として適用されない個人事業主）。（ｂ）障害者や高齢者などを対象とする、法令上の根拠に基づく特別な就
労形態（福祉諸法に基づく「授産施設」での福祉的就労、高年齢者雇用安定法に基づく「シルバー人材センタ－」での高年齢者の生きがい就労）。（c)労働者
協同組合やワーカーズ・コーポラティブと呼ばれる新たな自立的組織を通じた就労である。

日本職業
リハビリ

テーション
学会職リ
ハ用語研
究検討委

員会
（2002）

収入を伴う生産的活動に従事することであり、大きく2つに分かれる。「一般就労」（competitive work、「一般雇用：competitive employment」も日本においては
同義）は雇用契約を結び賃金の支払いを受ける形態であり、それに対して雇用契約を結ばず賃金の支払いを受けない（作業の結果としての収入の分配であ
る工賃は受け取る）形態を「福祉的就労」という。さらに日本では制度的に採用されていないが「保護雇用」という概念がある。概念としては障害者に対してそ
の障害特性に合わせた何らかの配慮を伴う就労形態をいう。

山村
（2011）

「一般就労」・「福祉的就労」・「在宅就労」からなる概念で、何らかの経済活動に基づく作業・業務活動などに従事することであり、就労の下位概念として仕事
に就くこと（得ること）を「就職」、就労における実務に携わる行為を「就業」とする。

鈴木
（2015）

人たるに値する生活を営むために、社会的活動に就くこととし、一個人に留まらない概念である。
自身の糧を他者に提供するたとえばボランティア活動、特に直接的な見返りを求めない一方的な‘施し’である場合は、提供する活動そのものは就労ではな
い。しかしその‘施し’を他のモノと交換して新たな糧を得るならば、他者にとってはそられの行為を含めて就労になりうる。就労はこのように、他者の存在に
よっても成り立つ多面的な性格を有することから、主観的な概念であるとともに社会的な概念である。

提唱者 定義

表 2　就労の定義
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3. の 文献の検討

） の

高齢者の就労に る 、 な り

と に出たい 、 就労で の 場所が

い 、 きたいときに な きたい 、

を活か と 合いながら、 に たい 、

にな た 地 に が たい の

リ と 1 リ があが た 、

リ の を 明する

1 きたいときに な きたい

を たいに ら ら るの 、

りた ない ので、 い から きたい

1 の で 活 い ために き

たが、 から い から きたい

があ た

2 にな た 地 に が たい

足 な き り、 を の

献につながる とな る な を なが

ら きたい 3 の にな た の

となる が たい があ た

の に、高齢者の就労に る 、高齢者

人のため でな 、 地 な の高齢者

人 外の 者のための いた

表 3　就労の類似概念
表３．就労の類似概念

労働
就労よりも広い概念を指すものと捉えられる傾向がある。働くこととほぼ同じ意味で用いられている。就労に比べると賃労働としての印象が弱く、目的をもった
生産的活動ということが強調された概念となっており、このことは、近代になって「労働」のなかに家事労働などのシャドウ・ワークといわれる労働が含まれる
ようになったことによって、その概念が拡大されたこととも関連がある。

仕事 職業に比べ広範で多様な意味を含む言葉として、人間の行為全般をさすような一般性の高い言葉として用いている。

職業 就労や就業よりもさらに限定的、あるいは生計をたてるための仕事、生業のように賃労働の印象が強い。

就職 就労の下位概念として仕事に就くこと（得ること）である。

就業 就労における実務に携わる行為である。

雇用
就労の対概念として位置づけられている。対義語という意味ではなく、一つの事象を表す二つの言葉として不可分の組み合わせという意味である。労務者と
使用者の間で交わされる労働契約あるいはその契約を交わすこと。

出典：山村りつ. (2011). MINERVA社会福祉叢書㊳　精神障害者のための効果的就労支援モデルと制度―モデルに基づく制度のあり方―, 23-29, ミネルヴァ書房を一部抜粋して作成

概念名 説明
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表４．高齢者の就労におけるニーズ

ID コード サブカテゴリー カテゴリー

3 定年退職後、年金だけで暮らせず、生活していくために収入がほしい

4 働くことで、僅かでも年金にプラスされる収入を得て、生活のゆとりをふやしたい

3 定年退職まであと1年だったがリストラにあったため、フルタイムで働くことに関心がある

4
高齢男性は、“働きに出る”という最も長年慣れ親しんだライフスタイルである「就労」の場が地
域にほしいという意見をもっている

4 まだまだ身体が元気なうちは、活躍できるので働きつづけたい

1
“生きていて健康な限り働くのは当然”、“時間より早く来て、自分の持ち場を確認するのは当
然”という価値観で与えられた職務に取り組んできたので、これからも何らかの形で働きつづけた
い

3
定年退職後の念願であった「束縛されない生活」は、趣味もない私にとって時間が有りすぎること
で、うつ状態となり、ろくなことを考えないので、どうにかしたい（時間をつぶしたい）

定年退職後の有りすぎる時間を
どうにかしたい

3 経済的に余裕があっても、家に居てもすることが無い生活に耐えられず、家から出る機会がほしい

4
高齢男性は、“働きに出る”という明確な外出目的と明確な自分の役割（居場所）を与えられるこ
とを希望している

3
年金暮らしでの固定資産税や保険料の負担が妻ともめる原因になっており、遊ぶお金（ゴルフ・
酒）を続ける資金は自ら稼ぎ、妻ともめることを避けたい

3
定年退職後、妻から「毎日家に居られると困る」とまるでゴミのように扱われ、図書館ばかり行っ
ているわけにもいかないので、外出目的をつくりたい

3
失業保険をもらって、家に居てもすることがなく、朝から晩まで妻とはいられないので、外出した
い

3
定年退職後は自宅でゆっくりしたいと考えていたが、妻にまるで生ゴミ扱いされ、妻は妻の世界が
あり、夫婦の考え方が違っていることに気がついたので、軋轢を避けるため外出したい

3 体力に合わせて、通勤は狭いほうがいい

1
加齢による体力的な衰えや持病などのため、現役時代と同じ時間・日数・ペースで働くことは難し
いので、長時間にならず、週3回ぐらいでシェアして働く形態がいい

4
現役当初のように週5日フルタイムの働き方ではなく、できるだけフレキシブルな形で、短日、短
時間での無理のない働き方を希望している

1
時間の制約を受ける働き方を40年近くしてきたので、これからは都合にあわせ、もっと自由に（柔
軟な勤務で）働きたい

5 身体への負担を気遣いながら、民泊事業を継続したい

5 子ども達との行動は楽しいが疲れるので、民泊を辞めることも検討したい

3

今までは生活するための資金づくりだったし、「仲間に負けてたまるか、トップになりたい」と、
少々の無理もしたが、これからは血圧が上がるような苦情対応の仕事は絶対にしたくないし、スト
レスがない仕事がしたい

3
「今は、老眼だし、力仕事は無理だし、危険を伴う仕事は嫌だし、物を売ったり、人間関係でなん
だかんだするのはもうたくさん」なので、私の心身機能に似合った仕事に就きたい

1 重い責任を負って働くだけの気力が、今はないので、責任が軽い仕事で無理なく働きたい

1
「数字をニンジンみたいにぶら下げられてやるのは、もう嫌だ。やりたくない。」ので、重い責任
から解放されて働きたい

1 重い責任を担わないことで、負担を感じずに、第二の人生は楽しくやっていきたい

3
これまでは家族を養う義務やローン完済するために背負うものがあったり、会社への熱意、自分の
存在する意義や昇格もあり、辛い仕事や責任が重い仕事も我慢して頑張ってきたが、そういった拘
束がない今は責任が無い仕事に就きたい

1 仕事は、命令されず、自分で采配でき、軌道修正をしながら進めていきたい

1 仕事は、自分で考え、自分でしたいという目標や夢に向かって、工夫して自律的に進めていきたい

1 楽しく働けることを条件に仕事に就きたい

3 生活費の補足は、過去の仕事の経験を活かせる仕事（人にかかわること）でしたい

1 不慣れな仕事ではなく、自分の過去の経験を活かして、世の中に参加していきたい

1 自分の今までの知識を仕事に活かしたい

1
病気になったとき、いそがしいときに顧客の要求に、自分だけで対応できるだろうかという恐怖か
ら逃れて働きつづけるために、仲間でお互いの経験を共有し、成長し合う場としたい

1 働く仲間同士で互いに助け合い、絆を感じながら、無理をしないで働きたい

1
働く仲間から自分が一方的に助けられるばかりではなく、相手を助けることで自分が仲間のために
役立っていると実感したい

1
「自分の人生を高めていくということを子供が見ている」と思うので、若い人たち（次世代）に何
かを伝えることで自らの存在意義を確認したい

1 「子供は親の背中を見て育つ」ので、若い世代（次世代）を導きたい

1
高齢期に入り、これまでさまざまな社会環境のなかで働いてきたこと、成長したことに感謝し、残
りに人生に、それに報いたいと思うので、これまで培った自らのさまざまな人生経験や知識を、若
い人たち（次世代）に継承し、役に立ちたい

3 姉からの就職の依頼に応えたい

3 前職の友人からの「この仕事を私に頼みたい」という依頼に応えたい。

1 誰かに助かった、さすがプロだねと言われることが自分の喜びであり、顧客のために役に立ちたい

1
みんなに喜ばれることが、私のエネルギーとして自分に返ってくるので、顧客にありがとうと言わ
れたい

1 自分が今あるのは、会社や社会にお世話になったからであり、恩返ししたい

3
自己満足的な生き方より、仕事を通して、社会や会社への貢献につながる歯車となれるような目的
や負荷をもちながら働きたい

1 最近病気にかかって歩けなりつつあるが、歩けるうちに世の中に恩返したい

6 人との関わりや社会との接点を持ちながら、地域に貢献できる仕事がしたい

5
これまで観光地でなかった島には観光マップがないことから、観光マップづくりは、行政も含めた
島内外の関係者によるプロジェクトでつくる価値があることを提案するなど、地域の産業として組
織的に就労に取り組みたい

5
修学旅行生のお土産は、地元の産業活性化につなげるようにシステム化してほしいなど、島の産業
育成に組織的に取り組みたい

5 民泊事業を継続するために、民泊先の食事のメニューの均一化や質の向上に努めたい

お世話になった会社や社会への
恩返しとなる仕事がしたい

お
世
話
に
な
っ
た
会
社
や
地
域
に

恩
返
し
が
し
た
い地域の観光産業育成に取り組み

たい

老いや都合にあわせ、柔軟な勤
務形態で（フレキシブル、ワー
クシェアリング、狭い通勤範
囲）働きたい

働
き
た
い
と
き
に
無
理
な
く
楽
し
く
働
き
た
い

これまでは生活していくために
無理もしてきたが、これからは
重い責任から解放されて働きた
い

第二の人生は、新たな役割は、
命令されず、自律的に楽しく働
きたい

これまで培ってきた経験を活か
して働きたい

強
み
を
活
か
し
仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
、
役
に
立
ち
た
い

働く仲間同士で互いに助け合
い、共に成長し合う場にしたい

自分の働く背中を見ている若い
人が育つように、これまで培っ
てきたことを継承したい

関係者からの就職の依頼に応え
たい

顧客に喜ばれ、ありがとうと言
われたい

生活していくために年金にプラ
スする収入がほしい

健
康
な
限
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
し
て
稼
ぎ
に
出
た
い

長年慣れ親しんだライフスタイ
ルである就労の機会がほしい

生きていて健康な限り働くのは
当然のことであり、これからも
働き続けたい

就
労
で
自
分
の
居
場
所
が
ほ
し
い

外出目的と自分の役割（居場
所）がほしい

妻との軋轢を避けるために、外
に働きに出たい

表 4　高齢者の就労におけるニーズ

2

高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―



） の

高齢者の就労に る 、 介護予防で いに

ながら な 、 と活動を か 合

、 に する 、 で きた

を活かす 、 いの を活かす 、 なる を

する 、 地 の に 献する の

リ と 21 リ があが た 、

リ の を 明する

1 で きた を活かす 就労 ア 、

の の の と、 か 、 り 、 手 、

人 な の で活 いる の

で きた ら の を り、

いる があ た

2 地 の に 献する 民 の子 が

の 大 にな る 、 で か 、 の

に 献 いる の に 献で

きる 、地 の を 民 する子 に

いる があ た

の に、高齢者の就労に る 、高齢者

人 の と 者 の があ た
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、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

努
め

て
い

る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

「
一

人
で

行
動

す
る

か
ら

ラ
イ

バ
ル

は
い

な
く

て
よ

い
。

車
に

乗
っ

た
ら

、
誰

の
指

図
も

さ
れ

な
い

、
売

り
上

げ
を

持
っ

て
返

れ
ば

何
も

文
句

が
出

な
い

、
休

憩
し

た
い

と
き

に
休

め
る

。
」

と
自

尊
心

を
確

保
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
と

子
ど

も
達

の
献

立
を

相
談

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
の

身
体

状
況

を
気

遣
い

な
が

ら
家

事
を

分
担

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

す
る

3
体

力
的

に
は

衰
え

は
感

じ
る

し
、

通
勤

時
間

が
負

担
に

な
っ

て
い

る
が

、
職

場
が

楽
し

い
か

ら
頑

張
っ

て
い

る

5
船

で
出

か
け

る
と

き
は

安
全

の
た

め
に

、
毎

回
、

若
者

の
友

人
に

乗
船

を
依

頼
し

て
い

る

6
自

分
ひ

と
り

が
一

生
懸

命
仕

事
に

取
り

組
む

だ
け

で
な

く
、

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

が
公

式
に

も
非

公
式

に
も

活
か

せ
る

よ
う

に
意

識
し

て
い

る

4
「

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
の

新
し

い
働

き
方

を
創

造
す

る
」

を
テ

ー
マ

に
し

た
、

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
に

参
加

し
、

修
了

後
も

受
講

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
継

続
す

る
交

流
を

行
っ

て
い

る

3
同

世
代

の
職

場
仲

間
と

カ
ラ

オ
ケ

や
飲

み
に

行
き

、
交

流
し

て
い

る

5
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

す
る

た
め

、
島

の
特

産
品

を
子

ど
も

達
へ

の
お

土
産

に
す

る
こ

と
を

民
泊

仲
間

と
相

談
し

て
い

る

6
社

会
福

祉
士

と
し

て
の

仕
事

は
、

だ
れ

も
や

り
そ

う
も

な
い

案
件

を
率

先
し

て
引

き
受

け
、

信
用

や
人

的
な

つ
な

が
り

を
作

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

6
名

刺
交

換
だ

け
で

は
な

く
一

回
一

緒
に

仕
事

を
す

る
こ

と
で

、
人

脈
が

広
が

っ
て

い
く

こ
と

を
感

じ
て

い
る

の
で

、
自

分
の

存
在

を
わ

か
っ

て
も

ら
え

る
こ

と
を

期
待

し
て

、
地

域
活

動
に

も
参

加
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

6
会

社
に

所
属

し
て

い
た

頃
は

、
会

社
名

と
い

う
後

ろ
盾

で
信

頼
関

係
が

で
き

て
い

た
が

、
退

職
後

は
自

分
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
力

が
試

さ
れ

る
こ

と
を

楽
し

む
よ

う
に

し
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

及
び

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
受

講
し

た
シ

ニ
ア

が
中

心
と

な
っ

て
、

雇
用

の
受

け
皿

と
な

る
事

業
所

を
新

た
に

組
織

し
、

就
労

の
場

を
提

供
し

て
い

る

4
高

齢
者

は
就

労
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
、

受
講

者
同

士
の

新
た

な
住

民
同

士
の

つ
な

が
り

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）

を
作

り
取

り
組

ん
で

き
た

4
介

護
施

設
の

食
事

補
助

や
園

芸
業

務
、

カ
フ

ェ
の

接
客

な
ど

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る

4
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

行
わ

れ
た

時
限

的
な

就
労

に
つ

い
て

も
、

高
齢

者
は

、
維

持
す

る
た

め
に

、
主

体
的

な
活

動
を

望
み

取
り

組
ん

だ

5
子

ど
も

達
に

喜
ん

で
も

ら
い

た
い

の
で

、
好

み
が

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
、

食
事

の
メ

ニ
ュ

ー
は

子
ど

も
達

と
相

談
す

る

5
島

外
か

ら
民

泊
に

き
た

子
供

達
に

、
島

の
良

さ
で

あ
り

、
リ

ク
エ

ス
ト

も
あ

る
釣

り
に

つ
れ

て
い

く
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
供

達
と

一
緒

に
釣

り
を

楽
し

み
、

連
れ

て
も

連
れ

な
く

て
も

、
釣

り
を

通
し

て
自

然
と

の
楽

し
み

方
を

伝
え

て
い

る

4
高

齢
者

に
よ

る
都

市
型

の
就

農
は

、
農

家
の

体
験

農
業

か
ら

農
業

ス
キ

ル
を

習
熟

す
る

と
こ

ろ
か

ら
始

め
た

4
高

齢
者

の
農

業
ス

キ
ル

の
習

得
に

も
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
で

、
農

業
塾

に
参

加
し

、
就

農
に

勤
し

ん
で

い
る

4
家

の
す

ぐ
近

く
で

農
業

（
緑

）
に

触
れ

合
い

な
が

ら
就

労
で

き
る

ミ
ニ

野
菜

工
場

は
、

企
業

の
支

援
や

識
者

の
指

導
を

仰
ぎ

な
が

ら
、

試
運

転
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

に
干

拓
で

変
化

し
た

湿
原

を
見

学
し

、
自

然
を

守
る

大
切

さ
と

、
自

然
の

美
し

さ
を

取
り

戻
す

役
割

が
あ

る
と

い
う

自
然

と
共

生
す

る
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

自
然

と
の

共
生

を
育

て
る

3
投

げ
や

り
な

気
持

ち
で

は
な

く
、

私
は

何
十

年
も

生
き

て
き

た
経

験
や

知
恵

が
あ

る
か

ら
、

自
分

で
職

場
環

境
に

合
わ

せ
ら

れ
る

し
、

合
わ

せ
て

い
く

し
か

な
い

と
思

う

3
前

職
で

経
験

の
あ

る
仕

事
に

就
き

、
誰

よ
り

も
き

ち
ん

と
能

率
よ

く
会

社
の

仕
事

を
し

て
い

る
と

い
う

自
負

し
て

取
り

組
ん

で
い

る

3
過

去
の

仕
事

の
経

験
を

活
か

せ
る

仕
事

（
人

に
関

わ
る

仕
事

）
を

見
つ

け
、

自
分

の
就

労
内

容
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
い

る

5
子

ど
も

達
が

喜
ぶ

潮
干

狩
り

で
楽

し
め

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
、

漁
師

の
経

験
を

活
か

し
潮

だ
け

で
な

く
風

や
天

気
な

ど
も

加
え

、
外

出
の

判
断

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

を
や

り
な

が
ら

、
自

分
の

経
験

や
体

験
を

客
に

教
え

た
り

、
元

々
の

営
業

マ
ン

精
神

で
客

を
喜

ば
せ

て
い

る

5
井

戸
水

で
生

活
に

困
っ

て
い

た
頃

に
国

に
水

道
事

業
の

要
請

を
し

た
過

去
の

体
験

を
語

り
、

生
活

の
経

験
を

活
か

し
て

い
る

4
海

外
生

活
経

験
を

活
か

し
て

、
「

英
対

話
」

や
「

英
語

あ
そ

び
」

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
進

学
塾

の
講

師
を

担
っ

て
い

る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

「
ま

ち
の

先
生

」
の

愛
称

の
も

と
、

読
み

聞
か

せ
、

折
り

紙
、

お
手

玉
、

百
人

一
首

な
ど

伝
承

遊
び

の
実

践
で

活
躍

し
て

い
る

5
サ

ト
ウ

キ
ビ

を
食

べ
た

こ
と

の
な

い
子

ど
も

達
に

、
そ

の
食

べ
方

を
説

明
し

体
験

さ
せ

た
り

、
島

の
魚

で
魚

の
美

味
し

さ
を

味
あ

わ
せ

て
い

る
な

ど
、

暮
ら

し
の

経
験

を
伝

え
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

保
育

・
子

育
て

支
援

と
し

て
、

早
朝

7
時

半
か

ら
の

園
児

受
け

入
れ

や
保

育
補

助
、

園
児

の
午

睡
の

準
備

と
導

入
及

び
見

守
り

補
助

、
夕

方
5
時

ま
で

の
保

育
補

助
及

び
降

園
時

の
親

御
さ

ん
へ

の
引

渡
な

ど
短

時
間

の
業

務
カ

バ
ー

を
行

っ
て

い
る

5
好

き
嫌

い
の

あ
る

子
ど

も
に

は
食

べ
る

こ
と

の
必

要
性

を
実

感
で

き
る

よ
う

空
腹

感
を

あ
じ

あ
わ

せ
る

体
験

を
さ

せ
、

子
育

て
経

験
を

活
か

し
て

い
る

5
朝

食
抜

き
の

子
ど

も
が

潮
干

狩
り

で
歩

け
な

く
な

っ
た

時
、

朝
ご

飯
を

食
べ

る
必

要
性

を
伝

え
る

な
ど

、
食

の
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

を
連

れ
、

島
の

案
内

を
し

な
が

ら
、

子
ど

も
達

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
し

て
い

る
年

輩
者

と
し

て
若

い
人

た
ち

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
す

る

3
介

護
施

設
の

入
所

者
に

事
故

が
な

く
、

喜
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

4
元

気
な

高
齢

者
が

親
世

代
の

高
齢

者
を

支
え

る
観

点
か

ら
、

居
室

の
掃

除
、

洗
濯

、
調

整
か

ら
通

院
を

は
じ

め
と

し
た

外
出

の
介

助
や

買
い

物
代

行
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

3
他

の
同

僚
の

不
出

来
、

能
率

の
悪

さ
が

気
に

な
っ

て
も

注
意

せ
ず

、
私

は
社

員
じ

ゃ
な

い
か

ら
と

自
分

に
言

い
聞

か
せ

て
い

る

3
自

分
よ

り
若

い
者

に
指

図
さ

れ
た

り
、

横
暴

な
言

葉
を

使
わ

れ
る

の
は

嫌
で

あ
る

が
、

一
つ

下
の

パ
ー

ト
だ

と
割

り
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
常

識
的

で
な

い
の

が
気

に
な

る
が

、
年

齢
の

高
い

私
た

ち
は

少
数

な
の

で
、

注
意

や
怒

っ
た

り
で

き
ず

、
自

分
を

抑
え

る
し

か
な

い

3
仕

事
に

対
す

る
責

任
も

な
い

分
、

要
望

を
言

う
権

利
も

な
い

と
割

り
き

っ
て

勤
め

て
い

る

3
正

職
員

と
の

待
遇

の
格

差
を

感
じ

不
満

が
あ

る
が

、
福

祉
施

設
は

人
間

関
係

が
う

る
さ

い
の

で
、

愚
痴

も
言

え
な

い

3
仲

間
は

欲
し

い
と

思
う

が
、

人
間

関
係

の
調

整
・

構
築

な
ど

煩
わ

し
く

な
い

、
希

薄
な

関
わ

り
を

し
て

い
る

3
こ

れ
ま

で
は

機
械

が
相

手
の

仕
事

を
し

て
き

た
が

、
今

は
孫

み
た

い
な

子
ど

も
や

若
い

人
に

頭
を

下
げ

な
き

ゃ
な

ら
な

い
人

間
関

係
に

気
を

遣
う

の
で

、
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

よ
う

に
辞

め
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
ど

う
し

て
も

気
に

な
る

と
き

は
、

ワ
ン

ク
ッ

シ
ョ

ン
置

い
て

誰
か

に
伝

え
て

も
ら

っ
て

い
る

5
遅

れ
て

帰
っ

て
き

た
子

ど
も

達
に

お
腹

を
空

か
せ

て
待

っ
て

い
る

人
の

気
持

ち
を

伝
え

る
な

ど
、

心
地

よ
い

関
係

性
づ

く
り

に
配

慮
し

て
い

る

5
戦

争
や

歴
史

の
話

に
興

味
を

示
さ

な
い

子
ど

も
達

を
、

“
戦

争
の

話
は

も
う

少
し

大
人

に
な

ら
な

い
と

興
味

が
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
、

“
年

齢
が

若
い

か
ら

歴
史

に
は

興
味

が
持

て
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
な

ど
若

い
世

代
と

話
題

が
合

わ
な

く
て

も
受

け
入

れ
る

5
若

者
の

最
近

の
ト

ラ
ン

プ
の

ル
ー

ル
は

わ
か

ら
な

い
が

、
民

泊
の

子
供

達
が

仲
間

に
誘

っ
て

く
れ

る
の

で
断

ら
ず

に
子

ど
も

た
ち

に
ル

ー
ル

を
教

え
て

も
ら

っ
て

参
加

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

違
反

と
事

故
が

怖
く

、
酔

っ
払

い
や

や
く

ざ
に

絡
ま

れ
な

い
よ

う
、

安
全

の
確

保
に

努
め

て
い

る

5
子

ど
も

達
の

安
全

管
理

の
た

め
、

問
題

を
起

こ
し

そ
う

な
子

ど
も

早
め

に
見

つ
け

る
よ

う
観

察
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

へ
の

土
産

は
特

産
品

の
モ

ズ
ク

と
し

、
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

が
島

の
観

光
大

使
に

な
れ

る
よ

う
、

何
で

も
話

し
て

聞
か

せ
、

島
の

産
業

育
成

に
貢

献
し

て
い

る

5
島

の
観

光
客

が
増

え
る

こ
と

を
期

待
し

て
、

子
ど

も
達

に
接

し
て

い
る

観
光

産
業

に
貢

献
で

き
る

よ
う

、
地

域
の

良
さ

を
顧

客
（

民
泊

す
る

子
ど

も
達

）
に

P
R
し

て
い

る

地 域 の 産 業 育

成 に 貢 献 す る

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
職

業
経

験
を

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
自

分
を

自
負

し
、

職
場

環
境

に
合

わ
せ

就
労

内
容

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
て

い
る

こ れ ま で 培 っ て き た 経 験 を 活 か す

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
暮

ら
し

の
経

験
を

語
り

、
再

現
し

伝
え

て
い

る

老 い の 強 み

を 活 か す

同
世

代
の

高
齢

者
同

士
が

関
わ

る
強

み
を

活
か

し
生

活
支

援
に

携
わ

る

同
僚

の
言

動
に

不
満

を
感

じ
て

も
、

正
職

員
で

な
い

こ
と

か
ら

自
分

の
意

見
を

抑
え

割
り

き
っ

て
い

る
異 な る 価 値 を 受 け 入 れ 適 応 す る

人
間

関
係

が
煩

わ
し

い
の

で
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

程
度

に
希

薄
に

関
わ

る

顧
客

の
気

持
ち

を
察

し
な

が
ら

関
わ

り
心

地
よ

い
関

係
性

づ
く

り
に

努
め

る

安
全

管
理

や
ト

ラ
ブ

ル
回

避
の

リ
ス

ク
管

理
を

行
う

自
然

に
親

し
み

農
業

ス
キ

ル
の

習
得

に
試

み
る

自 然 に 親 し み 共

生 す る

表
５

．
高

齢
者

の
就

労
に

お
け

る
経

験

運
動

や
認

知
症

予
防

も
兼

ね
て

、
仕

事
を

活
用

す
る

介 護 予 防 で 老 い に 適 応 し な が ら 、 無 理 な く 働 く

高
齢

者
で

あ
る

私
達

が
疲

れ
す

ぎ
た

り
し

な
い

よ
う

顧
客

と
相

談
し

て
い

る

老
い

に
合

わ
せ

、
働

き
方

を
工

夫
し

て
い

る

都
合

に
あ

わ
せ

て
年

金
に

プ
ラ

ス
す

る
収

入
を

稼
ぐ

自
尊

心
を

保
ち

な
が

ら
仕

事
に

取
り

組
む

充
実

感
と

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
努

め
る

家
族

や
友

人
で

力
を

合
わ

せ
協

力
し

て
い

る

楽 し み と 活 動 を 分 か ち 合 う

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

つ
く

る
交

流
を

し
て

い
る

住
民

同
士

の
つ

な
が

り
か

ら
就

労
の

場
を

提
供

す
る

た
め

の
組

織
を

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る 関
わ

り
を

楽
し

む

表
5
　
高
齢
者
の
就
労
に
お
け
る
経
験

2

高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―



I
D

コ
ー

ド
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

カ
テ
ゴ
リ
ー

3
通

勤
は

健
康

づ
く

り
の

た
め

徒
歩

に
し

て
運

動
を

兼
ね

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
子

ど
も

達
と

の
お

し
ゃ

べ
り

は
、

認
知

症
予

防
に

も
な

る
と

思
う

の
で

、
話

す
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
で

の
食

事
は

子
ど

も
た

ち
に

遠
慮

な
く

セ
ル

フ
サ

ー
ビ

ス
で

お
か

わ
り

す
る

よ
う

伝
え

、
老

夫
婦

の
私

達
は

子
ど

も
達

の
世

話
で

疲
れ

す
ぎ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

共
同

生
活

す
る

と
き

の
部

屋
の

配
置

は
、

自
分

達
（

高
齢

者
）

は
夜

間
ト

イ
レ

に
よ

く
起

き
る

の
で

、
子

ど
も

達
の

睡
眠

の
邪

魔
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

は
食

材
の

買
い

物
の

量
と

種
類

が
倍

増
す

る
の

で
、

忘
れ

な
い

よ
う

に
メ

モ
を

と
る

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

は
食

材
の

買
い

物
の

量
と

数
が

倍
増

し
、

荷
物

が
持

て
な

く
な

る
の

で
、

売
店

に
行

く
回

数
を

増
や

し
て

い
る

6
高

齢
者

で
あ

る
自

分
の

老
後

も
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
年

齢
に

よ
る

仕
事

の
限

界
も

視
野

に
い

れ
て

新
規

の
仕

事
は

引
き

受
け

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
頭

を
使

わ
な

く
て

よ
い

単
純

作
業

で
、

頑
張

ら
な

く
て

よ
い

、
責

任
が

重
く

な
い

仕
事

で
も

、
個

人
的

に
は

責
任

を
課

し
取

り
組

ん
で

い
る

頑
張

ら
な

く
て

い
い

仕
事

で
も

、
個

人
的

に
は

責
任

を
課

し
取

り
組

ん
で

い
る

3
補

助
的

生
活

費
を

得
る

た
め

、
年

金
と

の
関

係
で

週
2
～

3
日

の
非

常
勤

的
な

勤
務

に
と

ど
め

て
い

る

3
年

金
と

の
関

係
で

、
週

3
～

4
日

の
勤

務
に

と
ど

め
て

い
る

3
年

金
は

先
行

き
不

安
で

あ
り

、
働

け
る

う
ち

は
働

き
、

年
金

の
給

付
を

7
0
歳

に
延

長
し

て
い

る

3
妻

と
の

軋
轢

を
避

け
遊

ぶ
資

金
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
稼

ぎ
は

、
妻

に
半

分
渡

し
、

残
り

半
分

は
妻

に
内

緒
で

使
う

よ
う

に
し

て
い

る

6
良

き
人

生
は

、
前

期
高

齢
者

と
し

て
の

自
分

の
生

活
と

仕
事

の
充

実
感

の
あ

る
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

努
め

て
い

る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

「
一

人
で

行
動

す
る

か
ら

ラ
イ

バ
ル

は
い

な
く

て
よ

い
。

車
に

乗
っ

た
ら

、
誰

の
指

図
も

さ
れ

な
い

、
売

り
上

げ
を

持
っ

て
返

れ
ば

何
も

文
句

が
出

な
い

、
休

憩
し

た
い

と
き

に
休

め
る

。
」

と
自

尊
心

を
確

保
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
と

子
ど

も
達

の
献

立
を

相
談

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
の

身
体

状
況

を
気

遣
い

な
が

ら
家

事
を

分
担

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

す
る

3
体

力
的

に
は

衰
え

は
感

じ
る

し
、

通
勤

時
間

が
負

担
に

な
っ

て
い

る
が

、
職

場
が

楽
し

い
か

ら
頑

張
っ

て
い

る

5
船

で
出

か
け

る
と

き
は

安
全

の
た

め
に

、
毎

回
、

若
者

の
友

人
に

乗
船

を
依

頼
し

て
い

る

6
自

分
ひ

と
り

が
一

生
懸

命
仕

事
に

取
り

組
む

だ
け

で
な

く
、

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

が
公

式
に

も
非

公
式

に
も

活
か

せ
る

よ
う

に
意

識
し

て
い

る

4
「

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
の

新
し

い
働

き
方

を
創

造
す

る
」

を
テ

ー
マ

に
し

た
、

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
に

参
加

し
、

修
了

後
も

受
講

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
継

続
す

る
交

流
を

行
っ

て
い

る

3
同

世
代

の
職

場
仲

間
と

カ
ラ

オ
ケ

や
飲

み
に

行
き

、
交

流
し

て
い

る

5
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

す
る

た
め

、
島

の
特

産
品

を
子

ど
も

達
へ

の
お

土
産

に
す

る
こ

と
を

民
泊

仲
間

と
相

談
し

て
い

る

6
社

会
福

祉
士

と
し

て
の

仕
事

は
、

だ
れ

も
や

り
そ

う
も

な
い

案
件

を
率

先
し

て
引

き
受

け
、

信
用

や
人

的
な

つ
な

が
り

を
作

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

6
名

刺
交

換
だ

け
で

は
な

く
一

回
一

緒
に

仕
事

を
す

る
こ

と
で

、
人

脈
が

広
が

っ
て

い
く

こ
と

を
感

じ
て

い
る

の
で

、
自

分
の

存
在

を
わ

か
っ

て
も

ら
え

る
こ

と
を

期
待

し
て

、
地

域
活

動
に

も
参

加
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

6
会

社
に

所
属

し
て

い
た

頃
は

、
会

社
名

と
い

う
後

ろ
盾

で
信

頼
関

係
が

で
き

て
い

た
が

、
退

職
後

は
自

分
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
力

が
試

さ
れ

る
こ

と
を

楽
し

む
よ

う
に

し
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

及
び

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
受

講
し

た
シ

ニ
ア

が
中

心
と

な
っ

て
、

雇
用

の
受

け
皿

と
な

る
事

業
所

を
新

た
に

組
織

し
、

就
労

の
場

を
提

供
し

て
い

る

4
高

齢
者

は
就

労
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
、

受
講

者
同

士
の

新
た

な
住

民
同

士
の

つ
な

が
り

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）

を
作

り
取

り
組

ん
で

き
た

4
介

護
施

設
の

食
事

補
助

や
園

芸
業

務
、

カ
フ

ェ
の

接
客

な
ど

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る

4
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

行
わ

れ
た

時
限

的
な

就
労

に
つ

い
て

も
、

高
齢

者
は

、
維

持
す

る
た

め
に

、
主

体
的

な
活

動
を

望
み

取
り

組
ん

だ

5
子

ど
も

達
に

喜
ん

で
も

ら
い

た
い

の
で

、
好

み
が

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
、

食
事

の
メ

ニ
ュ

ー
は

子
ど

も
達

と
相

談
す

る

5
島

外
か

ら
民

泊
に

き
た

子
供

達
に

、
島

の
良

さ
で

あ
り

、
リ

ク
エ

ス
ト

も
あ

る
釣

り
に

つ
れ

て
い

く
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
供

達
と

一
緒

に
釣

り
を

楽
し

み
、

連
れ

て
も

連
れ

な
く

て
も

、
釣

り
を

通
し

て
自

然
と

の
楽

し
み

方
を

伝
え

て
い

る

4
高

齢
者

に
よ

る
都

市
型

の
就

農
は

、
農

家
の

体
験

農
業

か
ら

農
業

ス
キ

ル
を

習
熟

す
る

と
こ

ろ
か

ら
始

め
た

4
高

齢
者

の
農

業
ス

キ
ル

の
習

得
に

も
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
で

、
農

業
塾

に
参

加
し

、
就

農
に

勤
し

ん
で

い
る

4
家

の
す

ぐ
近

く
で

農
業

（
緑

）
に

触
れ

合
い

な
が

ら
就

労
で

き
る

ミ
ニ

野
菜

工
場

は
、

企
業

の
支

援
や

識
者

の
指

導
を

仰
ぎ

な
が

ら
、

試
運

転
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

に
干

拓
で

変
化

し
た

湿
原

を
見

学
し

、
自

然
を

守
る

大
切

さ
と

、
自

然
の

美
し

さ
を

取
り

戻
す

役
割

が
あ

る
と

い
う

自
然

と
共

生
す

る
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

自
然

と
の

共
生

を
育

て
る

3
投

げ
や

り
な

気
持

ち
で

は
な

く
、

私
は

何
十

年
も

生
き

て
き

た
経

験
や

知
恵

が
あ

る
か

ら
、

自
分

で
職

場
環

境
に

合
わ

せ
ら

れ
る

し
、

合
わ

せ
て

い
く

し
か

な
い

と
思

う

3
前

職
で

経
験

の
あ

る
仕

事
に

就
き

、
誰

よ
り

も
き

ち
ん

と
能

率
よ

く
会

社
の

仕
事

を
し

て
い

る
と

い
う

自
負

し
て

取
り

組
ん

で
い

る

3
過

去
の

仕
事

の
経

験
を

活
か

せ
る

仕
事

（
人

に
関

わ
る

仕
事

）
を

見
つ

け
、

自
分

の
就

労
内

容
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
い

る

5
子

ど
も

達
が

喜
ぶ

潮
干

狩
り

で
楽

し
め

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
、

漁
師

の
経

験
を

活
か

し
潮

だ
け

で
な

く
風

や
天

気
な

ど
も

加
え

、
外

出
の

判
断

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

を
や

り
な

が
ら

、
自

分
の

経
験

や
体

験
を

客
に

教
え

た
り

、
元

々
の

営
業

マ
ン

精
神

で
客

を
喜

ば
せ

て
い

る

5
井

戸
水

で
生

活
に

困
っ

て
い

た
頃

に
国

に
水

道
事

業
の

要
請

を
し

た
過

去
の

体
験

を
語

り
、

生
活

の
経

験
を

活
か

し
て

い
る

4
海

外
生

活
経

験
を

活
か

し
て

、
「

英
対

話
」

や
「

英
語

あ
そ

び
」

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
進

学
塾

の
講

師
を

担
っ

て
い

る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

「
ま

ち
の

先
生

」
の

愛
称

の
も

と
、

読
み

聞
か

せ
、

折
り

紙
、

お
手

玉
、

百
人

一
首

な
ど

伝
承

遊
び

の
実

践
で

活
躍

し
て

い
る

5
サ

ト
ウ

キ
ビ

を
食

べ
た

こ
と

の
な

い
子

ど
も

達
に

、
そ

の
食

べ
方

を
説

明
し

体
験

さ
せ

た
り

、
島

の
魚

で
魚

の
美

味
し

さ
を

味
あ

わ
せ

て
い

る
な

ど
、

暮
ら

し
の

経
験

を
伝

え
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

保
育

・
子

育
て

支
援

と
し

て
、

早
朝

7
時

半
か

ら
の

園
児

受
け

入
れ

や
保

育
補

助
、

園
児

の
午

睡
の

準
備

と
導

入
及

び
見

守
り

補
助

、
夕

方
5
時

ま
で

の
保

育
補

助
及

び
降

園
時

の
親

御
さ

ん
へ

の
引

渡
な

ど
短

時
間

の
業

務
カ

バ
ー

を
行

っ
て

い
る

5
好

き
嫌

い
の

あ
る

子
ど

も
に

は
食

べ
る

こ
と

の
必

要
性

を
実

感
で

き
る

よ
う

空
腹

感
を

あ
じ

あ
わ

せ
る

体
験

を
さ

せ
、

子
育

て
経

験
を

活
か

し
て

い
る

5
朝

食
抜

き
の

子
ど

も
が

潮
干

狩
り

で
歩

け
な

く
な

っ
た

時
、

朝
ご

飯
を

食
べ

る
必

要
性

を
伝

え
る

な
ど

、
食

の
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

を
連

れ
、

島
の

案
内

を
し

な
が

ら
、

子
ど

も
達

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
し

て
い

る
年

輩
者

と
し

て
若

い
人

た
ち

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
す

る

3
介

護
施

設
の

入
所

者
に

事
故

が
な

く
、

喜
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

4
元

気
な

高
齢

者
が

親
世

代
の

高
齢

者
を

支
え

る
観

点
か

ら
、

居
室

の
掃

除
、

洗
濯

、
調

整
か

ら
通

院
を

は
じ

め
と

し
た

外
出

の
介

助
や

買
い

物
代

行
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

3
他

の
同

僚
の

不
出

来
、

能
率

の
悪

さ
が

気
に

な
っ

て
も

注
意

せ
ず

、
私

は
社

員
じ

ゃ
な

い
か

ら
と

自
分

に
言

い
聞

か
せ

て
い

る

3
自

分
よ

り
若

い
者

に
指

図
さ

れ
た

り
、

横
暴

な
言

葉
を

使
わ

れ
る

の
は

嫌
で

あ
る

が
、

一
つ

下
の

パ
ー

ト
だ

と
割

り
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
常

識
的

で
な

い
の

が
気

に
な

る
が

、
年

齢
の

高
い

私
た

ち
は

少
数

な
の

で
、

注
意

や
怒

っ
た

り
で

き
ず

、
自

分
を

抑
え

る
し

か
な

い

3
仕

事
に

対
す

る
責

任
も

な
い

分
、

要
望

を
言

う
権

利
も

な
い

と
割

り
き

っ
て

勤
め

て
い

る

3
正

職
員

と
の

待
遇

の
格

差
を

感
じ

不
満

が
あ

る
が

、
福

祉
施

設
は

人
間

関
係

が
う

る
さ

い
の

で
、

愚
痴

も
言

え
な

い

3
仲

間
は

欲
し

い
と

思
う

が
、

人
間

関
係

の
調

整
・

構
築

な
ど

煩
わ

し
く

な
い

、
希

薄
な

関
わ

り
を

し
て

い
る

3
こ

れ
ま

で
は

機
械

が
相

手
の

仕
事

を
し

て
き

た
が

、
今

は
孫

み
た

い
な

子
ど

も
や

若
い

人
に

頭
を

下
げ

な
き

ゃ
な

ら
な

い
人

間
関

係
に

気
を

遣
う

の
で

、
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

よ
う

に
辞

め
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
ど

う
し

て
も

気
に

な
る

と
き

は
、

ワ
ン

ク
ッ

シ
ョ

ン
置

い
て

誰
か

に
伝

え
て

も
ら

っ
て

い
る

5
遅

れ
て

帰
っ

て
き

た
子

ど
も

達
に

お
腹

を
空

か
せ

て
待

っ
て

い
る

人
の

気
持

ち
を

伝
え

る
な

ど
、

心
地

よ
い

関
係

性
づ

く
り

に
配

慮
し

て
い

る

5
戦

争
や

歴
史

の
話

に
興

味
を

示
さ

な
い

子
ど

も
達

を
、

“
戦

争
の

話
は

も
う

少
し

大
人

に
な

ら
な

い
と

興
味

が
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
、

“
年

齢
が

若
い

か
ら

歴
史

に
は

興
味

が
持

て
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
な

ど
若

い
世

代
と

話
題

が
合

わ
な

く
て

も
受

け
入

れ
る

5
若

者
の

最
近

の
ト

ラ
ン

プ
の

ル
ー

ル
は

わ
か

ら
な

い
が

、
民

泊
の

子
供

達
が

仲
間

に
誘

っ
て

く
れ

る
の

で
断

ら
ず

に
子

ど
も

た
ち

に
ル

ー
ル

を
教

え
て

も
ら

っ
て

参
加

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

違
反

と
事

故
が

怖
く

、
酔

っ
払

い
や

や
く

ざ
に

絡
ま

れ
な

い
よ

う
、

安
全

の
確

保
に

努
め

て
い

る

5
子

ど
も

達
の

安
全

管
理

の
た

め
、

問
題

を
起

こ
し

そ
う

な
子

ど
も

早
め

に
見

つ
け

る
よ

う
観

察
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

へ
の

土
産

は
特

産
品

の
モ

ズ
ク

と
し

、
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

が
島

の
観

光
大

使
に

な
れ

る
よ

う
、

何
で

も
話

し
て

聞
か

せ
、

島
の

産
業

育
成

に
貢

献
し

て
い

る

5
島

の
観

光
客

が
増

え
る

こ
と

を
期

待
し

て
、

子
ど

も
達

に
接

し
て

い
る

観
光

産
業

に
貢

献
で

き
る

よ
う

、
地

域
の

良
さ

を
顧

客
（

民
泊

す
る

子
ど

も
達

）
に

P
R
し

て
い

る

地 域 の 産 業 育

成 に 貢 献 す る

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
職

業
経

験
を

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
自

分
を

自
負

し
、

職
場

環
境

に
合

わ
せ

就
労

内
容

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
て

い
る

こ れ ま で 培 っ て き た 経 験 を 活 か す

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
暮

ら
し

の
経

験
を

語
り

、
再

現
し

伝
え

て
い

る

老 い の 強 み

を 活 か す

同
世

代
の

高
齢

者
同

士
が

関
わ

る
強

み
を

活
か

し
生

活
支

援
に

携
わ

る

同
僚

の
言

動
に

不
満

を
感

じ
て

も
、

正
職

員
で

な
い

こ
と

か
ら

自
分

の
意

見
を

抑
え

割
り

き
っ

て
い

る
異 な る 価 値 を 受 け 入 れ 適 応 す る

人
間

関
係

が
煩

わ
し

い
の

で
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

程
度

に
希

薄
に

関
わ

る

顧
客

の
気

持
ち

を
察

し
な

が
ら

関
わ

り
心

地
よ

い
関

係
性

づ
く

り
に

努
め

る

安
全

管
理

や
ト

ラ
ブ

ル
回

避
の

リ
ス

ク
管

理
を

行
う

自
然

に
親

し
み

農
業

ス
キ

ル
の

習
得

に
試

み
る

自 然 に 親 し み 共

生 す る

表
５

．
高

齢
者

の
就

労
に

お
け

る
経

験

運
動

や
認

知
症

予
防

も
兼

ね
て

、
仕

事
を

活
用

す
る

介 護 予 防 で 老 い に 適 応 し な が ら 、 無 理 な く 働 く

高
齢

者
で

あ
る

私
達

が
疲

れ
す

ぎ
た

り
し

な
い

よ
う

顧
客

と
相

談
し

て
い

る

老
い

に
合

わ
せ

、
働

き
方

を
工

夫
し

て
い

る

都
合

に
あ

わ
せ

て
年

金
に

プ
ラ

ス
す

る
収

入
を

稼
ぐ

自
尊

心
を

保
ち

な
が

ら
仕

事
に

取
り

組
む

充
実

感
と

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
努

め
る

家
族

や
友

人
で

力
を

合
わ

せ
協

力
し

て
い

る

楽 し み と 活 動 を 分 か ち 合 う

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

つ
く

る
交

流
を

し
て

い
る

住
民

同
士

の
つ

な
が

り
か

ら
就

労
の

場
を

提
供

す
る

た
め

の
組

織
を

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る 関
わ

り
を

楽
し

む

29
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表 6　高齢者の就労における成果

3) の

高齢者の就労に る 、 の 、 づ

り 、 きがいづ り 、 献 、 つ

ながりの 、 いの 、の リ

と1 リ があが た 、 リ

の を 明する

1 つながりの で 学 行 の

民 を めたが、 の が い に 、 外の子

に を するので、 外の子 の

が いた の とのつながりの の

があ た

2 いの の と と 、

ある い な人 なので い に

高 齢である との を ら る の

な人 の の の があ た

の に、高齢者の就労に る 、 の

でな 、 づ り 、 きがいづ り 、

献 な の介護予防活動に が い

た 、つながりの 、 いの の

の高齢者の に る のがあ た

ID コード サブカテゴリー カテゴリー

3 遊ぶ資金を稼ぎ、遊びのゴルフと外での一杯（酒）を続けている 趣味の資金づくり

3 社会保険が完備している 生活保障

5 民泊の仕事は、高齢者の健康保持に役立つ

3 通勤で歩く機会が増え、健康のために活用できている

3 健康のため通勤を徒歩にすることで、1時間は平気に歩く体力がついた

3 生活リズムが出来た 生活リズムが整う

3 就労してからは、時間がつぶせ、欝にならなくなった

3 お酒を飲まなくても済むようになった

3 惚けないようにしたいと健康づくりへの意欲が出来てきた

3 介護施設の入所者が喜ぶことが私のやりがいになっている

3 介護施設入所者が自分を頼りにしてくれることがやりがいになっている

3 「私がこの仕事を頼まれた、選ばれた」という満足感がある

6 人に必要とされていることが嬉しい

3 同世代の職場仲間とカラオケや飲みに行くのが楽しい 仲間と繋がる楽しさ

6
社会福祉士として働くことは、過去の人生経験が全部生きることから、こんなに嬉し
いことはない

3
タクシー運転手は、好きなときに客と話しができ、営業マンの経験が活かせ、客に喜
ばれることに満足している

3
誰よりもきちんと能率よく会社の仕事をしていることで、自分の存在意味や会社の歯
車として貢献している満足感がある

3 会社から「長く居てほしい」と期待され、会社に貢献している

5
何もない島での民泊は現金収入になるので、継続したいと、民泊は島の産業を育成し
ていた

地域産業育成

3 介護施設の入所者とのコミュニケーションが楽しい 新たなつながりの拡がり

3
定年退職後は、朝から晩まで妻とはいられないと思ったが、私は介護施設で働き、妻
は妻で好きに習い事をやっていて、丁度いい調和がとれている

3 妻の価値観を理解しようとする余裕ができた

3
外に稼ぎに出かけ、生活費の補足をすることで、妻が精神的なストレスを感じなく
なってきている

5
老夫婦で修学旅行生の民泊を始めたが、その対応が難しい時には、島外の子ども達に
応援を依頼するので、島外の子ども達の帰島頻度が増えていた

3 補助的生活費が得られ、孫や娘に小遣いがあげられる

6
社会福祉士として働くことは、ある程度いろんな人生経験も必要なので（若い時に比
べて）高年齢であることの価値を感じられる

豊富な人生経験の価値の実感
老
い
の

価
値
の

実
感

会社に所属し役割を果たす満足

つ
な
が
り
の
修
復
・
強
化

家族関係の修復

家族とのつながりの強化

社
会
参
加
・
社

会
貢
献

頼りにされる満足感とやりがい 生
き
が
い
づ
く
り

経験が活かせるうれしさ

表６．高齢者の就労における成果

生
計
の

維
持

歩く機会が増える

健
康
づ
く
り

メンタルヘルスへの効用

3
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1. の の

） の

高齢者の就労に る 、高齢者 人のため

でな 、 地 な の高齢者 人 外の

者のための でいた

19 、 たら との た

を にする 者を にする と 、 を 点に 、

と に い きた 人の を た の に、

高齢者の就労に る に い 、高齢者 人のた

め でな 、 地 な の高齢者 人 外の

者のためが り、 人 の 合い

でな 、就労を で 関 者 の

合い に る がある とが た

） の

高齢者の就労に る 、高齢者 人 の と

者 の があ た

ら 2 11 、 きがい就労の と

きたいときに な 、 高齢者の就労で地

の の 献につな る を いる 研

究に い 、 きたいときに な 介

護予防で いに ながら な 、 と

活動を か 合 、 に する 、 高齢者

の就労で地 の の 献につな る

で きた を活かす 、 いの を活かす 、

なる を する 、 地 の に 献

する を いると ら た

） の

高齢者の就労に る 、 の で

な 、 づ り 、 きがいづ り 、

献 な の介護予防活動に が いた

、 つながりの 、 いの の の

高齢者の に る リ が 出 た

の につい 、高齢 労者 の が

とな いるのに 、高齢 職 の とな

り、 足 な を り いる とが

いる  2 1 た、介護予防

活動につい 、就労 活動

の を す と、 つ に する と、

体 識 に する 、就労が介護予防につな

がる とを いる の に、高齢者の就労に

る と 、 の 、介護予防活動がある

と 行研究を する であ た

高齢者の と 、 で き きた の

で、 なつながりがあると に、 職 子

からの に り からの を な

、人 の 段 にある高齢者にと 、つながり

の の つ 大きいと る 大湾ら 2 3

、 に る 所高齢者の きがいづ りにつ

い ア リ に り、 人の きがいづ り

でな 、 関 の り 職員との関 りに

するとい を いる た、

2 12 、 介護高齢者の に 点をあ 、人

と人とのつながりを と た な外出 の充

足 リ リ が高 り 活 の につながると

いる の高齢者の就労に い 、つながりの

が である とが た

た、 、 の と 、内

に の の人 を 、 を高め、

合 を する とを いる いの の

、 な人 を つ高齢者の を活か

た就労の とい る

2. 看護 護 要

介護予防 、高齢者の就労の と り

る にな い 高齢者の就労を す

るための 人 、 である とを

に り、 高齢者を に いる

とから、 高齢者の就労の の 明らか

に いない

就労 、 者を す の者が、 活動

に する とに り、 の と 者との

が る とであり、 とを の

員と する との を いる た、

の 、国 合が 19 1 の国

者 に と た と の に

、 高齢者を めたす の者が就労でき

る とが めら いる らに、 田ら 2 1 、

介護高齢者であ 献できる であり、

介護高齢者 から できる 献があ た とを明

らかに いる の と 、 高齢者が就労する

とに る たな が い る とが る

高齢者が就労するために 、 が であ か

高齢者の につい 者との関 の高 と の

から を た 2 1 、初 段 を

者とつながる 段 と 、 人で行 いる

の活動 と 、 段 に を づ いる

活 者の就労 につい た山 2 1 、

就労するための職 の に、 き 出 するとい

活 を る と 職場の の人 との で

を つ とな 、 活 の

を い 就労 の を いる

の に、 高齢者に い 、就労につなぐための

初 段 が であり、 の初 段 と 介護予防を

づ る とで就労につながる がある た

が 、 高齢者であ 、就労を の

員と するために、介護予防を就労につなぐ手

段と づ 、看護職者が する がある
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